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４
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９
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５
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催
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。
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　市議会では、開かれた議会をめざし、初めての議会報告
会を開催します。「議会のしくみ」や「議会改革の取り組み」
などについてご報告します。

平成 25年（2013年）11月 13日（水）
午後７時～９時　※午後６時 30分開場
福祉文化会館３階 302号室
（定員 100人先着順、事前申込不要）

議会報告会を開催します

平成 25年（2013年）11月 13日（水）
午後７時～９時　※午後６時 30分開場

日時

福祉文化会館３階 302号室
（定員 100人先着順、事前申込不要）

場所

初の

詳細は４ページをご参照ください。
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一般会計補正予算質疑

小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
を

対
象
に
行
わ
れ
る
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
に
つ
い
て
、
本
市
は
、
ど
の
よ
う

な
結
果
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
子
ど
も
の

そ
れ
ぞ
れ
の
成
長
に
伴
う
変
化
を
把
握
す
る

た
め
に
も
、
対
象
学
年
を
絞
ら
ず
、
全
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
し
て
は
ど
う
か
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
に
つ

い
て
は
、
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国

平
均
を
上
回
り
、
以
前
の
調
査
よ
り
も
正
答

率
が
大
き
く
向
上
し
た
。
ま
た
、
こ
の
調
査

は
、
文
部
科
学
省
作
成
の
実
施
要
領
に
基
づ

い
て
、
一
律
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
全
児
童
・

生
徒
を
対
象
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

今
後
も
、
こ
の
調
査
の
結
果
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
定
期
考
査
等
か
ら
学
習
状
況
を
把

握
し
、
授
業
改
善
に
役
立
て
て
い
く
。

な
た
め
、
地
形
模
型
の
製
作
等
を
検
討
し
て

い
る
。
ま
た
、
施
工
主
に
対
し
て
は
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
の
里
で
あ
る
千
提
寺
の
風
情
や

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

を
来
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
、
予
防
の

観
点
か
ら
も
歯
科
健
診
に
顔
面
非
対
称
の
項

目
を
加
え
て
は
ど
う
か
。

歯
科
健
診
は
文
部
科
学
省
監
修
の

「
児
童
生
徒
の
健
康
診
断
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
に
従
い
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
顔
の
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
、
開
口
状
態
な

ど
を
観
察
し
、
発
達
段
階
に
則
し
た
歯
及
び

口
腔
の
発
育
状
態
を
把
握
し
て
い
る
。
ま
た
、

口
腔
の
機
能
も
発
達
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

な
い
か
、
生
活
に
支
障
を
来
し
て
い
な
い
か

等
、
歯
科
医
学
的
に
判
断
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
９
月
５
日
と
６
日
の
２
日
間
に

わ
た
り
行
い
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、

質
疑
の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館

１
階
情
報
ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置

し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中

旬
予
定
）

　
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
の
保
全
を

新
名
神
高
速
道
路
の
整
備
が
進
む
千

提
寺
地
区
で
、
キ
リ
シ
タ
ン
墓
な
ど

が
発
見
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
保
存
す
る

の
か
。
ま
た
、
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の

地
域
に
自
生
し
て
い
た
樹
木
の
苗
を
植
樹
す

る
な
ど
、
自
然
環
境
再
生
に
配
慮
し
な
が
ら

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
里
の
保
全
に
努
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

今
回
発
見
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
墓
な

ど
に
つ
い
て
は
、
現
状
保
存
が
困
難

問答

問答

平
成
25
年
度
当
初
の
保
育
所
待
機
児

童
数
は
、
実
質
190
人
と
北
摂
の
中
で

ワ
ー
ス
ト
１
と
な
っ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
深
刻
化
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

問 答

 

全
児
童
・
生
徒
対
象
の
学
力
調
査
を

　
待
機
児
童
の
解
消
を

現
代
の
子
ど
も
の
あ
ご
は
、
発
達
が

不
十
分
で
、
ほ
お
づ
え
な
ど
の
姿
勢

を
と
っ
て
い
る
と
、
あ
ご
に
ず
れ
が
生
じ
、

顔
面
が
非
対
称
と
な
り
、
日
常
生
活
に
支
障

問　
歯
科
健
診
項
目
の
追
加
を

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
信
彦

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
畑
中
　
　
剛
　

キリシタン遺物史料館 （大字千提寺）

景
観
を
損
わ
な
い
よ
う
要
請
し
て
お
り
、
今

後
も
、
自
生
し
て
い
た
植
物
等
を
利
用
す
る

な
ど
、
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
も
要
請
し

て
い
く
。

一
般
会
計  

　
　
　 

　 

質
疑

補
正
予
算
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一般会計補正予算質疑

め
て
お
く
タ
ン
ク
の
設
置
助
成
を
さ
ら
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
や
、
集
合
住
宅
な
ど
大
型
施
設

の
建
設
時
に
、
開
発
者
に
対
し
て
大
型
の
雨

水
貯
留
施
設
の
設
置
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、

積
極
的
な
雨
水
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

一
般
家
庭
向
け
に
行
っ
て
い
る
雨
水

貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
補
助
金
を
広

市
有
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
建
物
の
老
朽
化
や
設
備
の
劣
化

等
に
よ
る
改
修
費
用
等
を
勘
案
す
る
と
、
中

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
管
理
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

施
設
所
管
課
だ
け
で
は
な
く
、
全
庁
的
に
取

り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
有
施
設
の
管
理
に
は
、
中
長
期

的
視
点
を
持
ち
、
効
率
的
で
予
防

保
全
的
な
改
修
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
施
設
所
管
課
や
建
築
、
企

画
、
財
政
等
の
部
署
に
よ
る
検
討
組
織
を
設

置
し
、
そ
の
中
に
教
育
委
員
会
の
所
管
課
も

入
っ
て
、
全
庁
的
に
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

答

ゲ
リ
ラ
豪
雨
時
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の

手
段
と
し
て
、
各
家
庭
で
雨
水
を
貯

問

答

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之
　

問

 

施
設
管
理
に
全
庁
的
な
取
り
組
み
を

大字桑原付近の調整池

議会のうごき議会のうごき議会のうごき議会のうごき

10日
12日
23日

29日

議会改革推進委員会
議会広報委員会
議会基本条例研修会
北部丘陵開発対策特別委員会
安威川ダム対策特別委員会

7月

議会広報委員会
議員研修会
議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会

27日

28日
30日

8月

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
民生常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
建設常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
議会改革推進委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会改革推進委員会

５ 日
６ 日
９ 日

10日
11日

12日
13日
17日

18日
19日
24日

26日

9月

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司
　

定
員
が
増
え
な
い
民
営
化
に
取
り
組
む
の
で

は
な
く
、
公
民
一
致
協
力
し
て
待
機
児
童
解

消
に
全
力
を
傾
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

待
機
児
童
数
が
深
刻
化
し
た
の
は
、

経
済
情
勢
の
低
迷
や
、
女
性
の
社
会

進
出
の
増
加
等
に
よ
る
保
育
ニ
ー
ズ
の
高
ま

り
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
解
消
の
た
め

に
、
認
可
保
育
所
の
創
設
や
増
築
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
民
間
保
育
所
の
整
備
や
定
員

の
弾
力
化
な
ど
、
積
極
的
な
解
消
施
策
を
実

施
し
て
い
く
。

く
周
知
す
る
と
と
も
に
、
開
発
者
に
対
し
て

は
、
一
定
規
模
の
開
発
を
行
う
際
に
、
雨
水

貯
留
施
設
と
し
て
調
整
池
の
設
置
を
義
務
づ

け
る
条
例
を
来
年
度
中
に
制
定
す
る
予
定
で

あ
る
。

答
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市
の
重
要
施
策
を
迅
速
か
つ
適
正
に

推
進
し
、
市
政
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
た
市
政
顧
問

今
回
の
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅
東
口
駅
前
広
場

整
備
の
中
で
は
、
喫
煙
場
所
の
設
置

計
画
は
な
い
が
、
喫
煙
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
る

よ
う
、
駅
前
周
辺
で
喫
煙
場
所
を
設
置
で
き

弱
者
と
し
て
の
高
齢
者
施
策
で
は
な

く
、
元
気
で
意
欲
の
あ
る
方
に
は
積

極
的
に
社
会
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方
を
含
め
、
再
構

築
し
て
い
く
。
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
に
つ
い

て
は
、
よ
り
身
近
な
地
域
高
齢
者
の
居
場
所

や
福
祉
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
32
小
学
校
区

ご
と
を
基
本
に
、
当
面
20
か
所
に
拡
充
し
、

整
備
し
て
い
き
た
い
。

時
代
に
あ
っ
た
高
齢
者
施
策
と
し

て
、
市
は
６
つ
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
廃
止
し
て
、
今
後
、
整
備
を
進
め
て

い
く
街
か
ど
デ
イ
ハ
ウ
ス
に
そ
の
役
割
を
移

行
す
る
と
し
て
い
る
が
、
再
構
築
に
取
り
組

む
理
念
と
方
向
性
は
何
か
。

路
上
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
は
、
平
成

21
年
の
条
例
施
行
後
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
茨
木
駅

東
口
で
は
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
が
多
く

見
ら
れ
る
。
今
回
、
同
駅
東
口
駅
前
広
場
が

整
備
さ
れ
る
が
、
路
上
喫
煙
防
止
策
と
し
て
、

喫
煙
場
所
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
小
林
　
美
智
子
　

問

 

職
員
や
市
民
に
市
政
顧
問
の
周
知
を

答

問 　
路
上
喫
煙
防
止
へ
の
取
り
組
み
を

生
活
保
護
に
は
至
ら
な
い
が
厳
し
い

生
活
を
し
て
い
る
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
、
庁
内
に
伴
走
型
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総

合
相
談
窓
口
の
設
置
や
地
域
の
相
談
窓
口
の

連
携
、
生
活
困
窮
家
庭
に
育
つ
子
ど
も
の
学

習
支
援
な
ど
根
本
的
な
解
決
に
つ
な
が
る
支

援
を
し
て
は
ど
う
か
。

生
活
困
窮
者
の
状
況
を
早
期
に
把
握

し
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
す
る

も
の
と
し
て
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策

定
や
医
療
扶
助
費
を
適
正
化
す
る
「
か
か
り

つ
け
薬
局
」
制
度
、
相
談
窓
口
の
庁
内
設
置
、

生
活
困
窮
家
庭
に
育
つ
子
ど
も
の
貧
困
連
鎖

を
断
ち
切
る
た
め
の
施
策
な
ど
、
包
括
的
な

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答 問 　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
は

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代
　

答

問　
高
齢
者
施
策
の
方
向
性
は

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子
　

な
い
か
検
討
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、

喫
煙
者
の
マ
ナ
ー
向
上
の
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
く
。

   

自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
下
野
　
　
巖

　茨木市議会基本条例に基づき、初めての議会報告会を
行います。議会は何をしているのか、どんなことを議論
しているのか等をご報告します。
　みなさまのご質問・ご意見をお聞かせください。
　開かれた議会をめざしてまいりますので、ぜひご参加
ください。

議会報告会を開催します

平成 25年（2013 年）11月 13日（水）
午後７時～９時（開場　午後６時 30分）
福祉文化会館 ３階 302 号室
（定員 100 人 先着順、事前申込不要）
議会のしくみ、議会改革の取り組み、定例会報告等
小学３年生までの一時保育を希望される方は、11
月６日（水）までに市議会事務局までお申し込みく
ださい。（有料：１時間あたり 100円）
　　　　お車でお越しの際は、市役所駐車場及び周
辺駐車場をご利用ください。
市議会事務局総務課   
電話 (072) 620-1670・ FAX(072) 623-7591
　　gikaisomu@city.ibaraki.lg.jp

日　時：

場　所：

内　容：
託　児：

駐車場（有料）：

問合先：
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一般会計補正予算質疑

テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
転
換
し
て
い
っ
て
は

ど
う
か
。
ま
た
、
市
立
図
書
館
の
独
自
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
の
め
ざ
す
図
書
館

の
姿
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
何
か
。

市
立
図
書
館
を
地
域
の
情
報
拠
点
と

し
て
、
市
民
参
加
の
促
進
や
地
域
の

実
情
に
即
し
た
運
営
を
行
う
な
ど
、
地
域
が

活
性
化
さ
れ
る
よ
う
、
効
果
的
な
運
営
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
、
す
べ
て
の
年
齢
層
の
方

に
来
館
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
指
定
管
理
者

制
度
な
ど
民
間
活
力
の
研
究
を
含
め
、
市
民

の
暮
ら
し
に
役
立
つ
魅
力
あ
る
図
書
館
を
め

ざ
し
て
い
く
。

は
、
専
門
的
立
場
か
ら
助
言
を
い
た
だ
く
た

め
の
有
効
な
制
度
と
考
え
る
。
こ
の
制
度
を

活
用
す
る
た
め
に
、
職
員
へ
の
周
知
や
市
民

へ
の
広
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

現
在
、
11
人
の
市
政
顧
問
を
委
嘱
し

て
い
る
が
、
職
員
に
対
し
て
、
顧
問

の
担
当
分
野
を
周
知
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

顧
問
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
て
お
り
、

顧
問
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、
行
政
課
題

の
早
期
解
決
を
図
っ
て
い
く
。
ま
た
、
市
民

に
対
し
て
は
、
広
報
誌
等
を
利
用
し
て
、
顧

問
の
情
報
等
に
つ
い
て
周
知
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
坂
口
　
康
博
　

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理
　

答

こ
れ
ま
で
図
書
館
は
、
本
を
読
む
こ

と
や
知
識
を
広
め
る
場
所
と
さ
れ
て

き
た
が
、
本
の
貸
し
出
し
を
中
心
と
し
た
図

書
館
で
は
な
く
、
市
民
の
交
流
や
コ
ミ
ュ
ニ

問

答

　
図
書
館
運
営
の
転
換
を

学
校
の
ト
イ
レ
を
和
式
か
ら
洋
式
へ

変
更
す
る
こ
と
や
温
水
洗
浄
便
座
、

手
洗
い
の
自
動
水
栓
の
導
入
、
便
器
等
の
尿

石
除
去
に
プ
ロ
の
特
殊
清
掃
を
行
う
な
ど
、

ト
イ
レ
を
清
潔
に
保
つ
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
快
適
な
居
場
所
と
な
る
よ
う
改
修
し
て
は

ど
う
か
。洋

式
便
器
が
少
な
い
学
校
に
つ
い
て

は
、
早
期
改
修
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
小
便
器
の
自
動
洗
浄
、
手
洗
い
の
自
動

水
栓
化
、
温
水
洗
浄
便
座
の
設
置
も
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
児
童
等
が
使
い
や
す
い

快
適
な
環
境
と
な
る
よ
う
、
デ
ザ
イ
ン
性
や

問 　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
を

平
成
24
年
３
月
に
大
阪
府
か
ら
、
耳

原
地
区
内
の
都
市
計
画
道
路
を
廃
止

す
る
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。
同
地
区
の
中
央

部
に
は
、
対
面
通
行
で
き
る
道
路
が
な
く
、

安
全
面
や
防
災
面
に
課
題
が
あ
る
の
で
、
市

決
定
の
都
市
計
画
道
路
も
し
く
は
拡
幅
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

都
市
計
画
道
路
は
、
そ
の
道
路
沿
線

の
住
民
に
権
利
制
限
が
か
か
っ
た

り
、
用
地
買
収
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た

め
、
市
の
道
路
事
業
と
し
て
進
め
る
こ
と
は

適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。
今
後
、
耳
原
地

区
中
央
部
の
道
路
が
一
方
通
行
で
あ
る
こ
と

等
の
事
情
も
勘
案
し
、
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答 　
耳
原
地
区
内
の
道
路
整
備
を

答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
中
内
　
清
孝
　

総額8.7 億円の 25年度補正予算を可決

　平成 25年度大阪府茨木市一般会計補正予算（第１号）
が９月定例会で可決されました。
　歳入歳出予算の総額に、それ
ぞれ 872,675 千円を追加し、
82,322,675千円となりました。
　その主な内容は下記のとおり
です。

機
能
性
を
考
慮
し
た
ト
イ
レ
を
整
備
し
て
い

く
。

待機児童保育室の整備（学園町）など …154,598 千円

JR茨木駅東口 駅前広場の整備など ……335,300 千円

小学校のエレベータ設置など ……………178,360 千円

バイオ・サイエンス関連企業への
　　　　　　　　　雇用支援など  ……… 39,729 千円

　　

子育て

まちづくり

教育

雇用

中央図書館 （畑田町）

2511議会だより（本文）.indd   5 2013/10/18   19:39



No.205
平成25年 (2013年) 11月１日発行 6市議会だより

一般会計決算特別委員会質疑

小
児
初
期
救
急
医
療
体
制
の
広
域
化

に
よ
り
、
来
年
３
月
で
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
小
児
救
急
診
療
が
廃
止
と
な
る

が
、
子
育
て
支
援
と
子
ど
も
に
優
し
い
茨
木

市
を
め
ざ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
小
児
救
急
電
話

相
談
＃
８
０
０
０
番
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

既
に
始
ま
っ
て
い
る
広
域
化
し
た
小

児
初
期
救
急
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

学
校
の
消
費
者
教
育
は
、
学
習
指
導

要
領
に
よ
り
、
一
般
的
な
啓
発
事
業

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
き
た
が
、

幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
総
合
的
か
つ
一

体
的
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
教
育
委

員
会
や
高
齢
福
祉
部
門
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部

門
と
の
連
携
を
模
索
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
。

一
般
会
計  

　
　 

特
別
委
員
会

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
備
え
た
積

立
金
は
年
々
増
加
し
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
も
し
て
い
な
い
中
で
、
事
業

債
の
発
行
額
も
減
少
し
て
い
る
。
黒
字
圧
縮

で
生
ま
れ
た
財
源
は
、
で
き
る
限
り
次
年
度

に
繰
り
越
し
、
福
祉
充
実
の
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
暮
ら
し
て
い
る
市
民
の
福
祉
施

策
の
充
実
と
、
将
来
世
代
に
対
す
る

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

問答

 

福
祉
充
実
の
た
め
の
行
財
政
運
営
を

市
の
会
議
等
の
た
め
に
、
公
共
施
設

附
帯
駐
車
場
を
利
用
し
た
場
合
、
審

議
会
委
員
は
駐
車
場
料
金
が
免
除
と
な
る

が
、
そ
れ
以
外
の
団
体
は
免
除
と
な
ら
な
い
。

市
が
会
議
等
で
招
集
し
た
場
合
は
、
駐
車
場

料
金
を
免
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

駐
車
場
料
金
免
除
に
つ
い
て
は
、
負

担
と
利
用
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

今
年
度
か
ら
審
議
会
へ
の
出
席
等
に
限
り
、

免
除
と
し
て
い
る
。
他
の
団
体
も
免
除
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
よ
っ
て
判

断
に
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
、
一
定
の
調

整
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

問答

 

市
関
係
団
体
の
駐
車
場
料
金
免
除
を

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

問答 　
小
児
救
急
へ
の
取
り
組
み
は

情
報
化
社
会
で
は
、
消
費
生
活
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
正
し

く
安
全
な
選
択
が
求
め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
た
日
々
変
化
し
て
い

る
が
、
学
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
消
費
者

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
進
む
べ
き
方
向
性
や
計
画
の
策
定
に
つ
い

問

答

　
消
費
生
活
相
談
と
啓
発
の
拡
充
を

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
坂

口
康
博
委
員
（
公
明
党
）
を
選
任
し
、
９
月
13
日・

17
日
・
18
日
に
関
係
書
類
の
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、

19
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
９
月

26
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
応
答
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

　
　

  

　
　
決
算

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
両
立
し
て
い
く
べ
き

も
の
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
施
策
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

多くの相談者が訪れる消費生活センター

委員会での関係書類審査風景
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置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
の
基
準
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

１
人
当
た
り
80
の
生
活
保
護
受
給
世

帯
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
は
113
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
負
担
が
重

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
就
労
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
の
観
光
振
興
の
中
で
、
観
光
協

会
に
対
す
る
補
助
金
の
内
訳
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
藤
原
鎌

足
公
に
ゆ
か
り
の
あ
る
阿
為
神
社
で
毎
年

「
蹴
鞠
の
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
観

光
資
源
の
発
掘
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
の
内
訳
は
、

運
営
補
助
と
し
て
470
万
円
、
事
業
補

助
と
し
て
430
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

阿
為
神
社
の
「
蹴
鞠
の
会
」
は
、
本
市
と
藤

原
鎌
足
公
に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

報
誌
等
で
周
知
し
、
観
光
協
会
で
は
、
蹴
鞠

の
会
の
日
程
に
あ
わ
せ
、
観
光
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
非
正
規
職

員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
在
の
雇

用
形
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。人

件
費
が
低
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

職
員
数
と
給
与
水
準
を
抑
え
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
非
正
規
職
員
の
増
加

に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
抑
制
で
き
た
と
い

う
面
も
あ
る
が
、
正
規
職
員
と
比
較
し
、
そ

の
処
遇
を
含
め
、
経
常
収
支
を
考
慮
し
な
が

ら
、
思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

医
師
会
や
小
児
科
医
と
定
期
的
な
連
絡
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
＃
８
０
０
０
番
と

は
、
大
阪
府
が
開
設
し
て
い
る
小
児
救
急
専

用
の
相
談
窓
口
で
、
夜
８
時
か
ら
翌
朝
８
時

ま
で
、
小
児
科
医
の
支
援
の
も
と
、
看
護
師

と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

本
市
の
人
件
費
は
、
北
摂
７
市
の
中

で
最
も
低
い
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

問

答

　
現
在
の
雇
用
形
態
へ
の
見
解
は

財
政
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
算

出
方
法
と
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
に
お
け

る
数
値
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

の
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、

歳
入
全
体
か
ら
市
債
借
入
額
を

引
い
た
も
の
と
、
歳
出
全
体
か
ら
公
債

費
、
償
還
金
を
引
い
た
も
の
を
比
較
す

る
財
政
指
標
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
、

す
べ
て
の
起
債
額
か
ら
見
る
と
、
22
年

度
は
28.5
億
円
、
23
年
度
は
5.5
億
円
、
24

年
度
は
19.7
億
円
で
、
い
ず
れ
も
黒
字
で

あ
る
。

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

問答

 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
状
況
は

生
活
保
護
受
給
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
中
、
平
成
24
年
度
は
市

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
一
人
も
増
員
し

て
い
な
い
。
就
労
支
援
な
ど
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
負
担
は
非
常
に
重
く
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、
必
要
な
人
員
を
配

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
中
村
　
信
彦

問

答

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
を

生
活
保
護
に
係
る
医
療
扶
助
に
つ
い

て
、
本
市
の
一
人
当
た
り
の
扶
助
額

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
過
剰
請
求
や
、
転
売

目
的
で
の
薬
の
処
方
な
ど
の
不
正
受
給
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

一
人
当
た
り
の
扶
助
額
は
、
約
84
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
不
正
受

給
等
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
健
康
管
理
支

援
事
業
の
中
で
、
医
療
費
の
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
電
子
レ
セ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
医
療
費
助
成
の
厳
正
な
審
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

問答 　
医
療
扶
助
の
適
正
受
給
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
中
内
　
清
孝

問答 　
観
光
資
源
発
掘
の
た
め
の
支
援
を

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 81,802,864,650 80,051,023,921 1,751,840,729

特
別
会
計

財 産 区 会 計 5,647,838,144 167,165,752 5,480,672,392

国民健康保険事業会計  27,148,257,904 27,018,972,833 129,285,071

後期高齢者医療事業会計 2,990,564,675 2,881,572,100 108,992,575

介 護 保 険 事 業 会 計 13,467,215,767 13,245,595,435 221,620,332

公共下水道事業会計 7,718,013,475 7,671,416,505 46,596,970

合 計 138,774,754,615 131,035,746,546 7,739,008,069

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 4,868,642,854 5,020,225,327 △ 151,582,473

平成24年度各会計別歳入歳出決算額 
（単位：円）
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一般会計決算討論
　９月 26日の本会議において賛成者多数で認定した「平成 24年度一般会計決算」に対する
討論の要旨は、本欄のとおりです。

賛成【公 明 党】 反対【日本共産党】
　

反
対
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
源

づ
く
り
の
た
め
に
、
市
民
犠
牲
の
強
行
と
市
民
要
求
抑
制
型
の
極

端
な
財
政
運
営
が
、
引
き
続
き
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
。

　

第
二
に
、
本
市
の
行
財
政
運
営
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
彩
都

開
発
や
安
威
川
ダ
ム
建
設
等
の
関
連
公
共
事
業
の
見
直
し
も
な
さ

れ
ず
、
漫
然
と
進
め
ら
れ
た
こ
と
。

　

第
三
に
、
解
同
優
遇
行
政
が
是
正
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
依
然

と
し
て
温
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

　

第
四
に
、
さ
ら
な
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
、
公
立
保
育
所

民
営
化
や
学
校
給
食
調
理
員
の
民
間
委
託
、三
島
公
民
館
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
な
ど
、
一
層
の
市
民
犠
牲
を
推
進
し
た
こ
と
。

　

第
五
に
、
続
発
す
る
職
員
の
不
祥
事
に
何
ら
有
効
な
手
立
て
が

打
て
な
か
っ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

　

賛
成
す
る
理
由
は
、
第
一
に
、「
安
全
で
安
心
し
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
」
の
創
造
に
つ
い
て
、
子
育
て
支
援
策
や
母
子
保
健

な
ど
福
祉
健
康
施
策
の
充
実
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
。
小
・
中
学

校
校
舎
の
耐
震
化
や
、
い
じ
め
防
止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
、
児
童
・

生
徒
の
安
全
と
快
適
な
教
育
環
境
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
。

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
た
災
害
対
策
を
着
実
に
推
進
さ

れ
た
こ
と
。
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
地
域
活

動
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
。

　

第
二
に
「
将
来
の
発
展
を
見
据
え
た
活
力
あ
る
ま
ち
」
の
創
造

に
つ
い
て
、
安
全
性
と
快
適
さ
を
兼
ね
備
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
都
市
基
盤
整
備
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
。
産
業
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
な
ど
市
内
産
業
の
振
興
と
活
性
化
に
取
り

組
ま
れ
た
こ
と
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

　◆請願第２号
　　待機児童解消方針「緊急一時保育事業」に関することについて　……………【不採択】
　◆請願第３号
　　待機児童解消方針「緊急一時保育事業」に関することについて　……………【不採択】
　◆請願第４号
　　待機児童解消方針「緊急一時保育事業」に関することについて　……………【不採択】

　９月定例会に提出された請願は、民生常任委員会の審査を経て、９月 26日の本会議で採決
の結果、次のとおり決定しました。

請　願

　●地方税財源の充実確保を求める意見書　…………………………………【原案可決】
　●福島第一原発事故による放射性汚染水漏れと事故の収束を
　　　　　　　　　最優先して取り組むよう求める意見書　………………【原案可決】
　●若い世代が安心して就労できる環境等の整備を求める意見書　………【原案可決】
　●過労死防止対策を求める意見書　…………………………………………【原案可決】

　９月定例会で可決された意見書を関係機関に送付しました。

可決された意見書

※３件の請願については、請願提出者等が異なります。詳細については、市役所１階情報ルームに設置しております。
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市
議
会

だ
よ
り

　月定例会議決結果
維 新 の 会・
みんなの茨木 公 明 党 自由民主党・絆 民主みらい 日本共産党 茨 木 市 民

フォーラム 無

結
　
果

大
野
　
幾
子

塚
　
　
　
理

長
谷
川
　
浩

滝
ノ
上
万
記

中
井
　
高
英

山
崎
　
明
彦

大
村
　
卓
司

青
木
　
順
子

松
本
　
泰
典

篠
原
　
一
代

河
本
　
光
宏

坂
口
　
康
博

福
丸
　
孝
之

上
田
　
光
夫

下
野
　
　
巖

上
田
　
嘉
夫

中
内
　
清
孝

辰
見
　
　
登

友
次
　
通
憲

安
孫
子
浩
子

中
村
　
信
彦

田
中
　
総
司

朝
田
　
　
充

大
嶺
さ
や
か

畑
中
　
　
剛

桂
　
　
睦
子

小
林
美
智
子

米
川
　
勝
利

山
下
　
慶
喜

条
　
例

一般職の職員の給与に関する条例の一部
改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

茨木市市税条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市介護保険条例等の一部改正につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市附属機関設置条例の一部改正につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
茨木市こども育成支援会議条例の制定に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
茨木市待機児童保育室条例の制定につい
て ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 可決

茨木市駐車場条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 可決
茨木市自転車等の放置防止に関する条例
の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

平
成
25
年
度
補
正
予
算

平
成
24
年
度
決
算
認
定

平成25年度大阪府茨木市一般会計補正
予算 (第 1号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
平成 24年度大阪府茨木市一般会計決算
認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 認定
平成 24年度大阪府茨木市財産区特別会
計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 24年度大阪府茨木市国民健康保険
事業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 認定
平成 24年度大阪府茨木市後期高齢者医
療事業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定
平成 24年度大阪府茨木市介護保険事業
特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 認定
平成 24年度大阪府茨木市公共下水道事
業特別会計決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 認定
平成 24年度大阪府茨木市水道事業会計
決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認定

工
事
請
負
契
約
等

工事請負契約締結について (JR 茨木駅東
口駅前広場整備工事 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
工事請負契約締結について ( 茨木市南茨
木駅前東駐車場解体撤去工事 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

市道路線の認定・変更・廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
財産 ( 建物等 ) の譲与について ( 下穂積
保育所、鮎川保育所 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × 可決

そ
の
他

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて　【上田　千津子氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
(適任)

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて　【渡邉　福子氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
(適任）

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて　【平野　誠子氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
(適任)

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて　【安達　富夫氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
(適任)

人権擁護委員推薦につき意見を求めるこ
とについて　【田畑　敬氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

答申
(適任)

専決処分につき承認を求めることについ
て ( 特別職の職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例及び茨木市教育委員
会の教育長の給料及び旅費条例の一部を
改正する条例の一部を改正する条例 )

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認

茨木市教育委員会委員任命につき同意を
求めることについて　【篠永　安秀氏】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意
茨木市市民栄誉賞受賞者の選定につき同
意を求めることについて　
【井戸木　鴻樹氏】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意

茨木市と竹田市との歴史文化姉妹都市提
携について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

会派・議員名

件　　　名

（ ○：賛成、×：反対、退：退席 ）

◆議長（維新の会・みんなの茨木：山本　隆俊議員）は採決に加わりません。
◆９月定例会の議案内容については、市役所南館１階情報ルームに設置している資料をご覧ください。
　なお、９月定例会市長提出案件の概要については、市議会ホームページでご覧いただけます。

９月定例会議決結果月定例会議決結果９９月定例会議決結果
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